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は じ め に
本稿では，ジャン＝ジャック・ルソー（1712-1778）の『ルクレティアの
死』（1754）が『エフライムのレヴィ人』（1762）のモデルとなっている作
品として読むことができるのではないかと考え，これを検証する。この二
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要　　　旨
ジャン＝ジャック・ルソー（1712-1778）の『ルクレティアの死』（1754）
と『エフライムのレヴィ人』（1762）を比較して読むという試みはルソー研究
者の間でもそれほどされていない。これら二作品は「女性の犠牲が人々を動か
す」物語として読むことができる。また，ルクレティアの受難が『エフライム
のレヴィ人』ではレヴィ人の妻とアクサのふたりの女性に引き継がれているこ
とから，『ルクレティアの死』は『エフライムのレヴィ人』の原型となる作品
とも考えられる。両作品を精読することで登場人物がどのように描かれ，何の
役割を担っているのか考察する。また『ルクレティアの死』でルソーが描きき
れなかったことを『エフライムのレヴィ人』ではどのように展開させているの
かも明らかにする。
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作品を比較して読むという試みはあまりされていない。その理由として，
『ルクレティアの死』が未完に終わっていたということ，『エフライムのレ
ヴィ人』が小品であるにもかかわらず残虐な描写を多く含んでいるという
ことがあげられるであろう。しかしながら，このふたつは「女性の犠牲が
人々を動かす」物語として読むことが可能で，『エフライムのレヴィ人』
には『ルクレティアの死』を意識して書いていると思われる箇所も見いだ
せる。本研究では両作品の主要な登場人物がどのように描かれているか，
どのような役割を果たしているのかを考察する。さらに，『ルクレティア
の死』ではあいまいに描かれていた立法者が『エフライムのレヴィ人』で
は明確に意図して描かれていることも明らかにする。
『ルクレティアの死』
ルソーは『人間不平等起源論』を書き上げた1754年に滞在先のジュネー
ヴで散文悲劇『ルクレティアの死』を構想した。この作品はリウィウスの
『ローマ建国史』に詳しく書かれている「ルクレティアの凌辱」を題材に
している。貞淑を謳われていたルクレティアは夫の留守中に訪ねてきた王
の息子セクストゥスに強姦された。彼女は父親と夫を呼び寄せ事実を告白
すると彼らの目の前で自害した。この事件が引き金となり，それまで圧政
に耐えていた民衆が蜂起し王とその一族を追放し，共和制ローマが誕生し
たという言い伝えである。
ルソーの愛読したプルタルコスの『対比列伝』のプブリウスの章にもル
クレティアは紹介されている。ただし「ルクレティアが辱められた結果自
殺した事件を内乱のきっかけにしてルキウス・ブルトゥスが革命の計画に
着手する」と書かれているだけで，ここではルクレティアよりも革命の指
揮をとったブルトゥスについて詳しく書かれている
 1）
。ルソーは愛読書に
オウィディウスの『変身物語』もあげているが，オウィディウスも『祭暦』
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の中でルクレティアについて書いている
 2）
。しかしルクレティアについて
詳細に書かれているのは何といっても先述の『ローマ建国史』で，ルソー
の『ルクレティアの死』もリウィウスを参考にして書かれたものと考える
のが自然だろう。
ただし，ルソーは登場人物の設定を変えている。まずルソーは，ルクレ
ティアとセクストゥスは以前恋人同士で婚約していたことにした。そして
彼女の父親がその縁談を破談にしたことによりルクレティアはコラティヌ
スを夫とすることになった。この父親はブルトゥスと密かに王家打倒の機
会をうかがっており，ふたりはその計画にルクレティアを協力者として取
り込もうと考えている。このように伏線が多すぎたのが原因となったの
か，作品は未完のままで，残されているのは二幕目途中までの草稿と台詞
の断片である。収拾がつかなくなってしまった人物設定であるが，後述す
るように『エフライムのレヴィ人』ではこの設定が整理され活かされるこ
とになる。
この作品を書く前から，ルソーはルクレティアに関心を持っていたよ
うで，彼がまだ無名であった1735年あるいは1745年
 3）
に書かれたとされる
『女性について』
 4）
にもルクレティアの名前が出ている。ルソーは政治にお
ける女性の役割について考えており，この作品では歴史上にその名を残し
ている男性と女性を対比して描こうとしていた。そのリストとしてミトリ
ダテスとゼノビア，ロムルスとディドー，そしてウティカのカトーとルク
レティアをあげている。このメモが書かれたのが1745年であれば，当時ル
ソーはデュパン夫人の秘書として彼女の著書の準備を手伝っていたことか
ら，彼女のフェミニズム思想に刺激されてこのメモを書いたということも
考えられる。
ルクレティアはルソー好みのヒロインだったのだろう。『エミール』第
1編と第 4編，『道徳書簡』の「書簡 5 」で「あの貞潔なルクレティア」
 5）
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と書いているほか，やはり『エミール』5巻では名前を出してはいないが，
人々が美徳を失っていなかった古代ローマを讃えて「ある女性のおかげで
ローマは自由を獲得した」
 6）
とルクレティアをほのめかしている。
抑制された欲望と貞潔
『ルクレティアの死』は，「明るくなってきたようね。さあパウリナ，紅
い布と糸の支度をしてちょうだい。お仕事をまた始めましょう。」
 7）
という
ルクレティアの台詞で始まる。彼女は朝早くから夫の服の仕立てをする勤
勉な妻である。しかし現在の夫との結婚はルクレティアにとって最初から
望んだ結婚ではなかった。家事に専心するあまり，引きこもって出かけよ
うとしない女主人に侍女が不満をもらす。「ローマの人々は最初の縁談に
拍手喝采しました。民衆すべての願いが，そしてタルクィニウス王の選択
が，彼の継承者とあなたとを結びつけていました。世間では王位継承者以
外の誰がルクレティアを娶るのにふさわしいだろうかと噂していました。
（……）頑固者のルクレティウスが結婚を破談にしたのです（……）。」
 8）
王
の息子との婚約は国中から祝福されていた。しかし縁談を破談にした父が
選んだのはコラティヌスであった。侍女は口を滑らせてコラティヌスを
「ローマの小者貴族（un Bourgeois de Rome）」と言ってしまう。ルクレティ
アは侍女をたしなめるが「こうして今コラティヌスが私の夫なのですか
ら，彼が夫として最もふさわしかったということなのですよ」という言葉
にはいくばくかの諦念が含まれているように聞こえる。ルソーはコラティ
ヌスをお人好しで周囲の人間に流されやすい人物として描いている
 9）
。別
の箇所で，ブルトゥスはルクレティウスに向かって「あなたの婿殿は野心
的で意志が弱く抜けたところがありますな」
 10）
と言っている。ブルトゥス
の言う通りで，コラティヌスは自らの妻の元恋人であるセクストゥスを自
宅へ招待してしまう。
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ブルトゥスとルクレティアの父ルクレティウスはコラティヌスの屋敷近
くでセクストゥスと彼の従者を見張っている。そしてこの時，ブルトゥス
はルクレティウスに「ルクレティアはセクストゥスを愛している」ことを
告げる。ブルトゥスはさらに続ける。「タルクィニウスの息子［＝セクス
トゥス］はあなたの娘に愛されているのです。しかしこの秘められた感情
に気づいているのは私だけで，その感情の対象であるあの暴君も，この感
情を抱いている彼女もこの気持ちに気づいていないのですよ。この致命的
な秘密が発覚すれば，この貞淑で尊敬すべき女性の命にかかわるというこ
とはおわかりでしょう。無意識の愛情は抑え込まれ，彼女の偉大な魂の中
で，気づかぬうちにどれほど驚異的な強靱さと美徳を生み出しているかお
わかりでしょうか？ 英雄的な魂にとって，克服すべき情念は英知につい
ての冷静な教えよりも，一層強烈な刺激であるということをご理解くださ
い。冷静な教えというものは何の障害も見つからず抵抗力が全く育たない
のです。美徳が決して損なわれることのなかったあなたですが，私たちの
抑制された欲望の中からこそ高潔な誇りが生まれるのだとご理解くださ
い。この誇りは自分の弱さを克服した後では他人の弱さを軽視するように
なるのです。あなたを不安にさせるこの側面によってこそ，あなたの娘は
われわれの全幅の信頼にこの上なくふさわしいのです。彼女に私たちの計
画を打ち明けましょう。そうすればタルクィニウス一族はお終いです。セ
クストゥスは愛されているのですから。（強調筆者）」
 11）
ブルトゥスの言う
ようにルクレティアがまだセクストゥスを愛しているのであれば，またブ
ルトゥスの論理が正しいとすれば，ルクレティアが高潔であればあるほ
ど，無意識ではあるが抑え込まれたセクストゥスへの愛は深いということ
になる。そしてセクストゥスに誘惑された場合，受け入れれば彼女の美徳
は地に落ち，拒めば命を失うことになり，いずれにしても彼女は大きな犠
牲を払うことになるのである。
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ブルトゥス
ルクレティアの，彼女自身も気づいていない感情をブルトゥスは見抜い
ている。そしてすべてを見通したうえで，ルクレティウスに娘を謀略に利
用するよう説得している。洞察力と決断力があり雄弁であるブルトゥスは
指導者の資質がある。しかし，セクストゥスと彼の従者はブルトゥスを
「おかしな男 insensé」と呼んでいる。従者が，屋敷近くでブルトゥスとル
クレティウスを目撃したことを報告しても，セクストゥスは「ほら，老人
のくだらないひそひそ話とおかしな男の企んでいることなど，何を恐れる
ことがあるというのだ？」
 12）
と警戒していない。従者のほうが用心深く，
「そうはおっしゃっても，あのおかしな男はローマ人に愛される術を心得
ていますし，宮廷でもうまく生き残っております。」
 13）
とふたりの行動を
怪しんでいる。ブルトゥスはタルクィニウス王の甥で，父親と兄弟は王に
殺されたため，自分は同じ目にあわないよう痴れ者のふりをして時機を
狙っていたとリウィウスは書いている。『ローマ建国史』では，ルクレティ
アが自殺した時に，彼だけが立ち上がりルクレティアの胸から剣を抜いて
復讐の誓いを立てたことや，演説で賛同者を集めローマに攻め入ったこと
などが語られている。彼は共和制を起こしコラティヌスとともに初代のコ
ンスルを務めその後も手腕を振るった。とはいえルクレティアの事件が起
こるまでは，愚か者の仮面をかぶり政敵の眼をごまかしていたおかげで，
ブルトゥスは王の親戚でありながら政治的実権からは遠い位置にあり，宮
廷内でも特殊な存在だったのである。好機が到来した時に見事な統率力を
発揮する点で，ブルトゥスを，後で考察するレヴィ人やエルマサンと同じ
タイプの人間に分類できるだろう。
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『エフライムのレヴィ人』
『ルクレティアの死』の構想から 8年後，ルソーは散文詩『エフライム
のレヴィ人』を書く。この作品は聖書の『士師記』19章から21章を下敷き
にして書かれ四つの歌で構成されている。
第一の歌ではエフライムに住むレヴィ人がベツレヘムでユダの娘を見初
めて連れ帰る。ふたりは一緒に暮らすがしばらくすると娘は実家へ帰って
しまう。レヴィ人は両親への贈り物を携えて娘を迎えに行く。娘と両親は
レヴィ人を歓待する。滞在 5日目の夕方にレヴィ人は娘を連れて出発す
る。第二の歌ではガバでの出来事が語られる。日が暮れてレヴィ人一行は
ベニヤミン族の住むガバで一泊することにする。宿が見つからず広場で寝
支度をしていると老人が現れ食事と宿を提供する。夜になるとレヴィ人の
身体を狙ってベニヤミンの若者たちがやって来る。老人が身代わりに自分
の娘を差し出そうとするとレヴィ人は妻を家の外に出す。妻は一晩中乱暴
され死んでしまう。レヴィ人は妻の遺体を家に運びそれを12の部分に切り
分けてイスラエル全土へ送る。第三の歌では遺体を見て驚いた人々が集結
し，レヴィ人は尋問される。レヴィ人が事情を話すと，その場にいた全員
が復讐を誓いベニヤミン族に対して戦争を起こす。連合軍は勝利し，ベニ
ヤミン族は男600人のみ生き残った。第四の歌ではベニヤミン族の男たち
の花嫁探しが始まる。ヤベシギレアデの住民が参戦していなかったことが
わかり，処女を除いて皆殺しにされる。残された娘たちはベニヤミンの花
嫁となったが，まだ200人足りない。ある老人が，ベニヤミン族の男たち
に，祭に出かけるシロの娘たちから気に入った者を連れ帰ればよいと提案
する。ベニヤミンの男たちは提案に従って娘を連れ帰ろうとするが抵抗さ
れる。娘たちのひとりアクサにはすでにエルマサンという婚約者がいた。
彼女の父親こそが件の老人だった。父親に説得されアクサはベニヤミンの
『ルクレティアの死』と『エフライムのレヴィ人』
― 67 ―
JICS87_01-03_061-076_Y03_Maenosono_CS6.indd   67 2017/09/15   16:23
男の腕の中に落ちる。これを見てエルマサンが神とアクサに貞節を誓う
と，娘たちはいっせいにアクサに倣いベニヤミン族のものとなる。歓声が
あがり騒ぎは収束する。
『士師記』で語られているのはベニヤミンの男たちが娘をさらっていく
ところまでで，後味の悪さが残る。アクサとエルマサンはルソーが創作し
た人物で，彼らのエピソードを加えることによって，聖書の記述より重苦
しさが軽減されている。
反復する物語
エジェルダンジェは，『エフライムのレヴィ人』の中では，起きた事件
が次々と反復されていくことを指摘している
 14）
。まずこの作品は前半を
カップルの物語，後半を民族の物語として読むことができる。そして，前
半でカップルに起きた事件は，後半は民族全体にかかわる事件となって繰
り返される。つまり，第一の歌でレヴィ人のカップルに起きた出来事が，
第三の歌では民族全体を巻き込む出来事として起き，第二の歌と第四の歌
でも同じ繰り返しが起きる。例をあげれば，第一の歌では，まずレヴィ人
とユダの娘のカップルが成立し，いったん結婚生活が破たん（失敗）する
が，また復縁（復活）する。第三の歌では，イスラエル連合軍が成立し，
初めの戦いは敗れるが（失敗），最終的に勝利（復活）する。続いて第二の
歌では老人の宿の提供（救済），集団強姦，遺体切断（生命と身体の犠牲）が
あり，第四の歌ではベニヤミン族の花嫁探し（救済），集団殺戮，アクサ
とエルマサンの犠牲がある。さらに第一から第四の歌まで，それぞれの歌
の中で，常に三回大きな出来事が起きている。
以上がエジェルダンジェの分析であるが，この反復の法則は，ルソーが
加えたエピソードなしでは成立しない。アクサのエピソードは単なる思い
付きではなく，作品の構造を考えたうえで作られている。『告白』で，第
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三の歌までは逃亡中の馬車の中で書き，モチエで完成させたと書いている
ことから
 15）
，創作箇所が含まれる第四の歌の制作の頃は逃亡生活を終えて
おり，作品の推敲には比較的時間をかけられたはずである。
ところで，この反復は『エフライムのレヴィ人』の中だけでなく，作品
間でも起きているようにみえる。作品内ではレヴィ人の妻の犠牲をアクサ
が反復しているが，この彼女たちの犠牲は，『ルクレティアの死』での，
ルクレティアの犠牲の反復となっていると思われるのだ。ルクレティアの
身体的犠牲をレヴィ人の妻が，美徳を守るための精神的犠牲をアクサが反
復していると考えられないだろうか。
レヴィ人の妻とルクレティア
ベニヤミンの若者たちの襲撃の翌朝，戸口でうつぶせになって倒れてい
るレヴィ人の妻の姿が見つかる。彼女はすでにこと切れており，レヴィ人
がいくら声をかけても反応はない。（「彼女は一言も答えなかった。」）
 16）
実際，
作品中でレヴィ人の妻が声を発して話すことはない。ところが，彼女の死
について書かれているこの部分の草稿には「ああ，あなた，私の身体は汚
されてしまいました，でも私の心は澄んだままです。あなたの不幸な妻へ
の棺を拒まないでください」
 17）
という台詞が残されている。『ルクレティ
アの死』の草稿には「私を妻と呼んでくださったあなた！ ……ああ！ そ
れでも私は貞潔でした……」
 18）
というルクレティアの言葉があるが，採用
されなかったレヴィ人の妻の台詞はこの言葉に非常に親近性があり，その
ままルクレティアのものとしても通用しそうなほどである。むしろ，山か
ら下りてきた男に声をかけられてついて行き，すぐに結婚生活に飽きて実
家に帰ってしまうような奔放な女性であったレヴィ人の妻の唯一の台詞と
しては，その内容に若干の違和感がある。ルソーはレヴィ人の妻の強姦の
場面から，ルクレティアを連想して草稿の台詞を書いたものと思われる。
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『エフライムのレヴィ人』が書かれたのは『エミール』の出版直後で，先
述したように『エミール』にはルクレティアに関する記述がいくつかみと
められることからも，ルクレティアを連想するのは不自然ではないだろ
う。
ここで，レヴィ人の妻とルクレティアを中継する人物としてジュリがあ
げられるだろう。『ジュリ』は『エフライムのレヴィ人』が執筆される前
年に刊行されベストセラーになった作品で，ヒロインのジュリはルソーの
理想の女性である。『エフライムのレヴィ人』と『ルクレティアの死』が，
女性の犠牲をテーマとして書かれた物語であるとすれば，『ジュリ』もま
たこの系列に分類される作品である。『ジュリ』と『ルクレティアの死』
の類似性についてはルセルクルをはじめとして指摘している研究者は多
い
 19）
。ルセルクルによると，この二作品はコルネイユの『ポリュークト』
の登場人物をそれぞれ，ポーリーヌをルクレティアとジュリ，セヴェール
をセクストゥスとサン＝プルー，ポリュークトをコラティヌスとヴォル
マールに見立てた読み方ができる。ジュリの犠牲は強姦という形ではない
が，父親の命令でサン＝プルーとの恋をあきらめてヴォルマールに嫁ぐと
いう精神的な犠牲を強いられる。ジュリはサン＝プルーへの気持ちを自身
の持つ美徳によって意識下に抑えつけ，貞淑な妻として家を守る。ルクレ
ティアもまた，セクストゥスへの愛を押し込めコラティヌスに尽くし家政
を管理している。したがって，ジュリはルクレティアの身体的な犠牲では
なく（望まない相手との結婚は身体の犠牲をともなうとしても），精神的な犠牲
を引き受けていることになる。ジュリとルクレティアにとっては高潔であ
ること，徳を守り抜くことが重要なのである。草稿だけにあるレヴィ人の
妻の台詞は，ルクレティアを連想して書かれているが，ジュリのイメージ
も加わって貞節にこだわった台詞となったのだろう。
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ア　ク　サ
レヴィ人の妻の反復として登場するアクサは，『エフライムのレヴィ人』
を書くためにルソーが参照した『士師記』の19～21章には出てこない，ル
ソーが創作した人物である。レヴィ人の妻がルクレティアの身体的犠牲を
引き受けているのに対して，アクサは精神的犠牲を引き受けており，父親
への義務と婚約者への愛の間で葛藤する。この点で彼女はジュリの受難も
引き受けている。
ところで，聖書の別の箇所でアクサという名前の女性が出てくる。それ
は，カレブの娘アクサで，『ヨシュア記』15章と『士師記』 1章に記述が
ある。父親カレブはユダ族の指導者でヘブロンの土地を与えられていた。
カレブは「キャトル・セフェルを打ち破って占領した者には，娘アクサを
妻として与える」と約束したところ，甥にあたるオトニエルが成功する。
アクサはオトニエルへ嫁がされるのだが，彼女には悲壮感は全くなく，父
親に結婚祝いをねだる。「わたしにネゲブの地をくださったのですから，
水溜も添えてください。」
 20）
こう言ってアクサは溜池まで手に入れる。夫
となったオトニエルは最初の士師となる。
一見，オトニエルの妻となったアクサはしたたかで，『エフライムのレ
ヴィ人』のアクサとは関係ないように思われる。しかし，領地を広げて財
産を増やし，夫を出世させるこのアクサは，ルクレティアやジュリと同様
に家を守り夫に尽くす良妻なのである。ただし，ルクレティアとジュリの
結婚生活は情念を克服することによって維持されている。アクサという名
前は，オトニエルの妻のような，あったはずであろうもうひとつのまっす
ぐで障害のない人生を思い浮かべさせるだけに，ベニヤミンに嫁ぐアクサ
の悲劇がよりきわだつのである。
『ルクレティアの死』と『エフライムのレヴィ人』
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立法者としてのレヴィ人
レヴィ人の妻の身体は切断されイスラエル全土へ送られた。それを見た
人々はマスファに集結した。彼女の身体が散らばっていた民族をひとつに
まとめたのだ。だが，各々が好き勝手に動けばそのまとまりは崩れてしま
う。一体となって動くためには規律が必要になる。その規律を定めるのが
立法者である。立法者は何事にも影響されない立場でなければならない。
ルソーは立法者についてこう説明する。「立法者はあらゆる点で，国家の
中の例外的な存在である。彼は，その天才によって例外的でなければなら
ないが，その職務においてもやはりそうなのである。」
 21）
レヴィ人は立法者の条件を備えている
 22）
。彼の属するレヴィ族はイスラ
エル民族の中で唯一，嗣業を持たないしたがって戸籍を持たない部族で，
イスラエル民族であっても記録上は存在しないというマージナルな存在な
のである。レヴィ人は雄弁でもある。長老たちの前で事件について語る時，
彼は服を裂き灰をかぶって登場する。そして事情を話した後で，神を証
人として宣誓することで自らの潔白を証明する。「主の民よ，私は真実を
言いました。至高存在のまえで正義と思われることを行ってください。」
 23）
レヴィ人がこう言うと，一致団結した叫び声が上がりベニヤミン族への復
讐が決定する。レヴィ人は自分の利益になるような具体的なことは言って
いない。彼の態度と雄弁さが人々の行動をうながしたのである。レヴィ人
の妻の犠牲によって人々は集められ，レヴィ人の宣誓はその人々に新しい
動きを与えたのである。
民衆を集める身体はルクレティアも同じである。『ルクレティアの死』
は未完のため，ルソーが書くことはなかったが，リウィウスによれば，自
殺したルクレティアの身体は公園に移されたという。聞きつけた人々が
続々と公園へ集まって来る。そこでブルトゥスは演説を始めた。セクス
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トゥスがルクレティアにした卑劣な行為を，この事件を起こしたのが王の
息子だということを，王の圧政に苦しむ人々の生活のことを彼は話した。
この演説によって人々はローマに攻め入ろうと決起したのである。宮廷に
おける特殊な人種であること，隠していた知性，そして雄弁であることか
ら，ブルトゥスも立法者の器を持つ人物であると言えよう。
エルマサン
エルマサンはアクサの婚約者として作品の結末部分に登場する。ルソー
はエルマサンの誓いの言葉と彼の名前そのものに意味を持たせていたと考
えられる。アクサがベニヤミンの男の腕の中に崩れ落ちるのを見てエルマ
サンは次のように宣誓する。「おお，アクサよ，私の厳粛な誓いを聞いて
おくれ。私はお前のものになれないからには，他のどの女のものにもけっ
してなることはないだろう。私は純潔と愛に飾られた，私たちの青春の思
い出だけで十分。一度として刃が私の頭上をよぎったことはありません，
一度として葡萄酒が私の唇をぬらしたことはありません。生ける神に仕え
る司祭のみなさん，私は神への奉仕に身をささげます。主のナザレ人を受
け入れてください。」
 24）
エルマサンは自分を「主のナザレ人 Nazaréen」と言う。これはイエス
を連想させる呼び方だが，旧約聖書には「ナジル人の誓願」というものが
ある。『民数記』に，ナジル人は主にささげられた聖なる者で，その請願
期間中は「ぶどうの木からできるものはすべて，熟さない房も皮も食べて
はならない」，「頭にかみそりをあててはならない」，「死体に近づいてはな
らない」と記されている
 25）
。『士師記』では，サムソンの母親が生まれて
くる子どものために「ぶどう酒や強い飲み物を飲まず，汚れた物も一切食
べないように気をつけよ」と主の御使いに言われている。そしてこの使い
はサムソンについて「その子は胎内にいるときから，ナジル人として神に
『ルクレティアの死』と『エフライムのレヴィ人』
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ささげられているので，その子の頭にかみそりをあててはならない。彼は，
ペリシテ人の手からイスラエルを解き放つ救いの先駆者となろう。」と予
言している
 26）
。エルマサンは「ナジル人の誓願」と同じ誓いを立てており，
髪を伸ばした状態である彼の姿はイスラエルの救世主サムソンの姿を思い
浮かべさせる。
次に，エルマサンという名前について検証する。エジェルダンジェは
『エフライムのレヴィ人』の校訂本の注で，ルソーは草稿でエルマサンの
名をElmacinではなくEliacinと書いている箇所があり，これは『イザヤ書』
や『列王記』に名前が出ているエルヤキム Eliaquim に由来しているので
はないかと書いている
 27）
。エルヤキムは，ヒゼキア王の時代，アッシリア
がエルサレムに攻めてきた時に，書記官シェブナ，補佐官ヨアとともに対
応した宮廷長である。当時エルサレムの人々は王によって町が整備され軍
事も増強されたことにより安心して信仰心が薄くなっていた。町が包囲さ
れると人々は自暴自棄になり享楽的な生活をするようになる。実権を握り
傲慢になっていた書記官シェブナは主によって罷免される。「わたしは，
わが僕，ヒルキアの子エルヤキムを呼び，彼にお前（シェブナ）の衣を着せ，
お前の飾り帯を締めさせ，お前に与えられていた支配権を彼の手に渡す。
彼はエルサレムの住民とユダの家の父となる。」
 28）
エルヤキムはエルサレ
ムを危機的状況から救い出す指導者となる。
このようにエルマサンはサムソンやエルヤキムのような神に選ばれた特
別な人間であるということが印象付けられるのである。
ルソーは『社会契約論』の中で，立法者の言語についてつぎのように書
いている。「この崇高な理性は，普通の人々の手のとどかないところにあ
るが，立法者はその理性の決定を不死のもの（神々）の口から出たものの
ようにし，そうして人間の思慮によっては動かしえない人々を，神の権威
によってひっぱって行ったのである。」
 29）
神に選ばれたサムソンやエルヤ
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キム，そしてこのふたりをイメージさせるエルマサンの言葉は，神の口か
ら出た言葉として受け入れられ，人々がそれに従うことになる。だからこ
そ，エルマサンの言葉を聞いた途端，「まるでその場で霊感にかかったか
のように，娘たちはこぞってアクサの例にならい，身を犠牲にした」
 30）
の
である。
こうして，ブルトゥスの立法者としての役割はレヴィ人とエルマサンに
引き継がれ，ルクレティアの犠牲はレヴィ人の妻とアクサに引き受けられ
た。「女性の犠牲が人々を動かす」物語は共同体再生の物語でもあるのだ。
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